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『ルクサンブール公園』油彩画（4号F）

ルクサンブール公園は、パリ市内で最も大きな公園です，子供向け

の遊び場も設けられていま“克　また、園内には数多くの彫像や記念

碑、噴水があります作品は、木陰で談笑する人々を描いています，
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わ
か
ま
ち
歴
、
史
濡
訪
、
浮
へ
も
と
の
古
へ
化
遺
産
へ
の
掃
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
都
留
か
ら
の
お
知
ら
せ

レ
ポ
ー
ト

勝
山
城
の
調
査
を
終
え
て

ー
茶
壷
蔵
調
査
編
－

こ
の
地
点
は
、
江
戸
時
代
に
将
軍
家
御
用

の
お
茶
壷
を
保
管
し
た
と
伝
え
る
、
茶
壷
蔵

の
推
定
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
、
柱
穴
や
礎
石
が
確
認
さ

れ
、
南
の
斜
面
か
ら
は
尾
根
を
東
西
に
横
断

す
る
溝
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
柱
穴
の
間

隔
は
0
0
帆
で
江
戸
時
代
の
単
位
に
換
算
す
る

と
半
間
（
3
尺
）
に
な
り
ま
す
。
半
間
の
柱
間

は
当
時
、
蔵
や
倉
庫
で
多
く
用
い
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
柱
穴
と
礎
石
は
そ
れ
ぞ
れ
別
時
期

の
建
物
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
、
柱
穴
で

造
ら
れ
た
後
、
補
修
や
改
築
に
よ
っ
て
礎
石

を
用
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
溝
は

斜
面
か
ら
流
れ
込
む
雨
水
な
ど
か
ら
建
物
を

守
る
た
め
に
設
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
遺
物
は
角
釘
や
煙
管
（
き
せ
る
）
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
点
は
束
を
流
れ
る
桂
川
か
ら
常
に

風
が
吹
き
あ
げ
て
お
り
、
勝
山
城
内
で
は
冷

涼
な
環
境
に
あ
り
、
茶
葉
を
保
管
す
る
に
は

適
し
た
場
所
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

下
谷
村
明
細
書
に
記
さ
れ
た
「
御
本
城
よ
り

御
茶
蔵
迄
道
程
五
十
四
間
（
約
百
m
）
」
と
い

う
記
述
は
、
「
本
城
」
を
「
本
丸
」
と
読
み
替
え

る
と
ほ
ぼ
そ
の
距
離
は
一
致
し
ま
す
。
以
上

の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
地
点
に
茶

壷
蔵
が
存
在
し
た
可
能
性
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
斜
面
で
確
認
さ
れ
た
溝
の
調
査

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
尾
根
を
東
西
に
切
る
、

深
さ
約
3
m
の
堀
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
堀
は
あ
る
時
期
に
埋
め
戻
さ

れ
そ
の
後
浅
い
溝
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が

土
の
層
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。
堀
は
お
そ

ら
く
浅
野
氏
以
前
の
時
代
に
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

観
覧
料
一
般
　
　
3
0
0
円
（
2
1
0
円
）

高
・
大
学
生
2
0
0
円
（
1
4
0
円
）

小
・
中
学
生
1
0
0
円
（
　
　
7
0
円
）

※
（
　
）
内
は
2
0
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

間
合
先
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
偵
）
8
0
0
8

増
田
誠
美
術
館

現
在
開
催
中
の
企
画
展

「
ム
ッ
シ
ュ
増
田
の
生
き
た
時
代
の
人
々
」

増
田
画
伯
が
愛
し
た
街
パ
リ
。
パ
リ
に
暮
ら
す
人
々

の
生
活
の
1
コ
マ
を
描
い
た
油
彩
画
や
キ
ャ
フ
ェ
で
お

茶
を
飲
み
を
ら
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
展
示
し
ま
す
。

活
き
活
き
と
暮
ら
す
人
々
の
姿
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
　
期
‥
6
月
1
9
日
（
土
）
～
9
月
2
6
日
（
日
）

開
館
時
間
‥
午
前
9
時
～
午
後
4
時
5
0
分

会
　
　
場
‥
増
田
誠
美
術
館
（
ふ
る
さ
と
会
館
2
階
）

休
館
日
‥
月
曜
日
、
第
3
火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

間
合
先
‥
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
℡
（
4
5
）
8
0
0
8


